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論 文 内 容 の 要 旨
明治の初期 に冷いて、我国の教 育が フ:ランスやオランダをは じめ とす る西欧 諸国の影響 と.とも
に、 アメ リカか らの強い影響 を受け て近代化 の口火 を切った ことは周知 の事実であ る。 しか し、
これまでの研究 では、我国の教育術鍍:に対するこの期のア メリカか らの影響について、具体的性
格に までたちいって明 らかにされている とはいいがたい。
そ こで、本研究は他 の先進諸 国か らの影響とともに受 けた といわれ るアメリカからの影響 とは、
いか なる性格 を持つ ものであ るのか明 らかにすることをそのね らい とした。 この ような目的を も
って明治 の教育史を読 み直 すと、我国 における明治初期の教育は あたか も、まず第一に、 ジニフ
ァソン流の リパブ リカニズム、つ漆 り、 自然の貴族制の考え方 の強い影響 を受け、次いで、それ
とはまさに対照 的な ジャクソン流 の リベ ラリズムの影響を受けたかの ように感ぜ られる。すなわ
ち、前者の影響 は、主 として、 「栄 制 」の起草及び「学制 」実施の前期 に冷いて認め られ、後者
の影響は 「学制 」実施 の後期及 び「教 育令 」の制定期 に冷いて顕著 に認 め られ るよ『うに思われる。
このような現象が単 なる偶然の一致 に過 ぎないものであるのか、あるいは、そ潰以 上の何かが ひ
そんでいるのがを明らかに しようとしたのが本研 究の具体的 目標 となった。
まず第一章 に澄 いては、 「学制 」とジ3プ ア ソンの で779年 の教 育法案 との比 較を試み、そ
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の結果、(1)「学 制 」がア メ リカ的な ピラミリド型 の ラダー ・システムをとる学校体制 とフランス
的 な申央集権的教 育行政制度 の組 み合せである ように受け とめ られるのに対 して、 ジニファソン
の教育法案は、 スコgト ラシ ドか らは ビラミgト 型 ラダー、 システムの アイデァ を、 フランスか
らはアカデ ミー制に もとつ ぐ世俗的集権的 行政制度 の考 えを、 それぞれ と り入れて起葦された も
の であると推測 しうること。(2洪にアングロ・アメ リカに固有の個入主義的実学 主 義 的 考 え方
に貫かれている こと。(3洪に身分制の打破 を主張 し、徳 と才能 とに よる統治体制、つま の、 ジヱ
ファソンの い う・「自然の貴族制 」の確立 を強 ぐ志向するもので ある ζ:と等 い くつかの類似 しだ点
の ある ことが明 らか となった。
これ らの基本的性格 にっい てみ られる類似性は、単 な る偶然 の一致 にす ぎない ものなのであろ
うか。(1)一般に「学 制 」の最 も有力 左モデル とされた といわれ てい るフ ランスの教育制度 は、 よ
ぐい われている こととは逆 に、 ジヱファソンの ラデカル な考 え方 を反映 してい るもの でもあるこち
(2)「学髄 」の制定 にあ元って大 きな影響力を持 っていたといわれ る入々の中には福沢諭吉のよ う
に、 ジニファソンに代表 され るアメ リカ的物 の考 え:方にす くなからず好意 を抱い ていた人々が い
/ .
た こと。③ 当時すでに巾浜万次郎や高僑是清 のようにア メリカの学校又は社会 に澄いて、 リパ ブ
リカニズム、 自然 の貴族制の空気 に実際にふれだ経験 のある ものがす くなか らず い滝こと。(4)「
学制 」の制定 にあた って陰 の入と して力のあった フルベ リキという自 らはアメ リカ入になりきっ
たつ もうのオ ランダ生 れの無圏籍入 のい たこと等の諸事実は、 ジ ェファソンの教育法案 と「学制 」
.
との間に、 直接的 な.ものではないに しても、何 らか のつなが りのあった ことを暗に:示す もの とい
える。 とりわけ、 フルペ リキの政府中に澄け る地位 とその影響 力、 更にかって彼の最 も傑出 した
生 徒の1人 であ った六騒重信が、英語 のテキス トとして フルベ リキの選んだ合衆国憲法や独立宣
言 を通 じてジェファソンの存在を知 り、後 に、 ジニ ファソンにならって政治 と教育の双方 に力を
注 ぐようになった という話が残 されていること等を考 える時、 両者 の間には予 想以上 のつ なが り
が あっ.たよう.に考 えられる。 しか して、第二章 に冷いては、主 として フルベ ッキの生 い立 ち、性
格、業綾等を検 討し、 ジ ヱファソンの教 育法案 と「学制 」との間 に生 じた類似性 の原因 について
多角的 な考察 を試みた。
次いで、岩倉使節団 の欧米派遣を建言 し、 かつ計画す ることによ り自か ら作 り出す ことになっ
だ政治的渦 に巻 き込 まれ、 フルベ リキの失脚 したあと、彼の し残 した仕事は、 マ ー レ イにひき
っがれ る形 となっ允 が、第三章 に勘いては、 マー レイの生 い立 ち、受けだ教育、性格、来 日する
以前の業績等を分析 する ことにょり、彼がジ;フ ァソン流の リパブ リカニズムに委で さかのぼ る
ことの出来るアメ リ.1力保守主義 の伝統 の中に位置づけ られる入であ り、 それ故に こそ、 彼が「学
制 」の実施にあたって、意外 なほ ど積極的にな りえ允 ことを明 らかに し、第四章に冷い ては、 マ
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一レイを中心 とする施策 が、 ジェファソンの ヴァージニヤに詮け 濫試み と類似 した形に冷いて挫
折 していか ざるを得 なかった過程 を描 き、そ の打 開策 として、田巾 らによって、ジャクソ ン流 の
リベ ラ リズム の採用 へと政策の転換 がなされたい きさつにっいて検討を加 えた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1、筆者は本研究 を通 じて、 「学制 」の根本理念である ピラミッド型 ラダーシステムと中央集権
的教育行政組織 は、終局 のと ころ、 ジェファソ ンの教育法案にまでさかのぼ り、 フルペ リキ、
大隈 を媒介 として、直接的ではないが、彼 の「自然 の貴族制 」思想の強 い影響下にある点 を実
証せん としてい るが、 この試みは、ある程度成功 して澄 り、 明治前期教 育制度史研 究の分野に、
新 しい知見を加 えた ものと言 える。
ただ し、その研究方法 立 論や仮設 の立て方にやや無理があり、 若干の飛躍 や独断がみ・られ
る0
2.筆者は本研究 の主題 に迫るために、 内外の文献 と2年間 の米国留掌 の成果 を駆使 して、幕 末
か ら明治初鉱 にかけての、 日米間の教 育丈化交流の歴史的具体的叙述 にか左りのスペースと努
力をさ さげて いるが、この点 について も、従来の研究 に見 られ 左い、新事実 が紹介 され ている。
ただし、 米国入の側か らみた 「学制 」の成立 や実施 に力点 が澄かれ、当時 の日本の国内事 情や、
日本側 の「学 制 」に対する考 え:方の理 解に若干の未熟さが認め られる。達た、やや本筋 から逸
脱 した散慢左記述 や明 らかに誤解 と見 られる箇所 も散見され るが・ この点は一考を要 するq
5斬 新 な成果 を もた らした一因 として、在来、 この分野 に冷いては あま り見 られなかった、社
会学的、 文イヒ類型 学的研究方法の導入 が指摘できるが、 ともすると速断 乃至独断 に陥 いる不安
が感ぜ られ る。
な澄、今後の研究 を発 展させるためには、田中不こ二麿の明治12年 教 育令《 も う一歩踏み
こんだ考察や、森有礼の事業 や単政思想 に壊で研究 をひろげ、そ の他、 日本側 の交献をさ らに
活用 することが望 室 しい。 ジニ ファソンの思想そのものについて も、 な澄、究明の余地が ある
のでは左かろ うか。
以上 を総合 してみるに、多少の欠陥 や未熟 さは免れないが、新 しい方法を もって、未開拓 の
領域に接近 し、近年い よい よ注 目を浴びている、明治教 育制度史の研究 に新知見 を加 えた もの
と蓄 える。
よって教育学博士の学位 を授与 するのに、滴当 と認める。
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